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20260628  猪高の森自然観察会  2026年 6月報告書 

猪高の森自然観察だより 2026・6月号   

テーマ：初夏の森を歩いて見れば:北口広場の花たちは？ 

当日の状況：前日の台風７号と８号が東海地方に接近した為  

もあり天候は雨。一般参加者はなく、観察会は中止。 

 

今年も酷暑の夏が予想されているもようです。降水量は少し多めか平年並みの予報ですが、す

でに６月分をクリアーしてしまっている地域もあります。 

望むらくは、極端な量の雨ではなく、平均的に降って欲しいものです。 

                                 （左上の画像は 咲き始めたセンリョウの花） 

 

〇北口広場の咲いている花たちは、どんな風に代わっているでしょう。 

 この２か月の間にも咲いて終わっている花々たちもあります。 

  ＜4 月に調べたときの花たち＞（咲いていた種類のみ・順不同） 

・オオイヌノフグリ ・タチイヌノフグリ ・アメリカフウロ ・キュウリグサ ・オオニワゼキショウ 

・カラスノエンドウ ・スズメノエンドウ ・カスマグサ ・コメツブツメクサ ・ツメクサ ・クワ 

・ツボミオオバコ ・ノミノツヅリ ・オランダミミナグサ ・シロツメクサ ・ハルジオン ・ノゲシ 

・カタバミ ・オッタチカタバミ  ・ジシバリ ・シロバナマンテマ ・スイバ ・ギシギシ 

・ヒメコバンソウ ・カモジグサ ・ウラジロチチコグサ ・コハコベ ・トウバナ・トキワハゼ  

・マツバウンラン・スズメノカタビラ ・ニホンタンポポ ・キツネノボタン ・トチノキ・オニタビラコ 

＜今回調べて咲いていた花たち＞ 

シロツメクサ、ネジバナ、カタバミ、オッタチカタバミ、ヒメジョオン、

キキョウソウ、マツヨイグサの仲間、コメツブツメクサ、シマトネリコ、

ヒナギキョウ、セイヨウタンポポ、ギシギシ、スズメノヒエの仲間 

メリケンガヤツリ 

ムラサキカタバミ 

 

 

ネジバナ（この株は Z 巻） 

マツヨイグサの仲間 

 

ヒメジョオンの花畑 

シマトネリコは

常緑樹 
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〇キキョウソウ、ヒナギキョウ、ヒナキキョウソウを見分けてみましょう。 

ヒナギキョウ、キキョウソウ、ヒナキキョウソウの見分け方は、「花の咲

き方」「葉の形とつき方」「分布・在来か外来か」に注目します。これら

の違いを一覧を元に調べてみましょう。北口広場にも生えています。  

 どれもよく似ているこんな花です→ 

比較項目  ヒナギキョウ（雛桔梗） キキョウソウ（桔梗草） ヒナキキョウソウ（雛桔梗草） 

花の特徴 
・先端に 1輪だけ咲く 

・花は淡紫色（やや薄い） 

・下から上へと複数の花が同時

に咲く 

・濃いめの紫色 

・普通、最上部に 1輪だけ咲く 

・他は「閉鎖花」となる 

葉の形 
・細長く、先端が尖る 

・茎を抱かない 

・丸みがあり、幅が広い 

・茎を抱くようにつく 

・細い三角形で、キキョウソウより尖る 

・茎を抱かない 

在来 / 外来 
・日本在来種（古くからある

野草） 
・北米原産の帰化植物（外来種） ・北米原産の帰化植物（外来種） 

生育環境 ・やや湿り気のある草地など 
・道端や花壇など（やや乾燥気

味） 
・道端など、どこにでも群生 

 

〇ヒメジョオンにこんな花を見つけました。普通の花が咲

く株に枝単位でまざって咲いていたり、株全体が咲いて

いたりしました。 

キク科の植物（キクやヒメジョオンなど）で、同じ株なの

に「花びら（舌状花）」の数が極端に少なかったり、全くな

い花が混ざって咲くのは、花の形成異常、自然交配によ

る先祖返り、あるいは個体ごとの遺伝的変異が主な原因

です。 

現象・理由  具体的なメカニズム・詳細 例となる植物・備考 

① 自然交配

による変異・先

祖返り 

キク科は交配しやすく、異なる種類と交雑したり

原種に近い形質が遺伝的に発現することがあり

ます。 

イソギク：通常は筒状花のみです

が、交雑によって外側に花弁が生

じる「ハナイソギク」になることがあ

ります。 

② 遺伝的なタ

イプ・品種の違

い 

同一種であっても、舌状花が発達するタイプと退

化したタイプが遺伝的に分かれている場合があり

ます。 

ノジギクとイソギク、キクタニギクな

ど。 

 

塚ノ杁池堤体で見つけました。 
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③ 突然変異

やウイルス等

の影響 

花弁を作る遺伝子の発現バランスが環境要因や

突然変異で崩れることがあります。 

ヒメジョオン：通常は舌状花があり

ますが、全くない株や個体はボウ

ズヒメジョオンと呼ばれます。 

④ 栄養状態

や栽培環境の

偏り 

肥料過多、日照不足、または極度の乾燥や病気

（てんぐ巣病など）で正常な花芽が作れなくなるこ

とがあります。 

多くの園芸ギクで発生。奇形として

現れることもあります。 

どうも③と④が関係しているようです。名前は「ボウズヒメジョオン」でよいかな？ 

ハルジオンにも「ボウズハルジオン」があるとのことです。 

 

〇ツキミソウ、マツヨイグサの仲間の見分け方 

ツキミソウとマツヨイグサの仲間（オオマツヨイグサ、メマツヨイグ

サ、コマツヨイグサ、アレチマツヨイグサ）は、アカバナ科マツヨイグ

サ属に分類される植物です。花の咲く時間や花びらの色、背丈、

生えている場所などにそれぞれはっきりした違いがあります。 

咲く時間が夕方～夜なので、観察会の時間帯には閉じています

から、同定しにくい一面はありますが参考にしてください。北口広場

にも咲いています。 

この仲間は、他にも昼間開花する「ヒルザキツキミソウ」「ユウゲショウ」「ヒナマツヨイグサ」などが

ありますし、とても細かく分類されています。 

和名  
花の

色 
花の大きさ 花がしぼんだ後の色 葉の特徴・草丈 原産地 

ツキミソウ 白 中輪（約 5cm） 淡いピンク色に変わる 
披針形で、葉の縁に浅い鋸歯が

ある 
北米〜メキシコ 

マツヨイグサ（宵待

草） 
黄 大輪（5〜6cm） 

オレンジ色（赤褐色）に

変わる 

線状披針形。全縁または波状の

浅い鋸歯 
チリ・アルゼンチン 

オオマツヨイグサ 黄 大輪（約 8cm） 
赤色を帯びない（黄色

のまま） 

長楕円形で、波状の鋸歯。草丈

1〜1.5m 
ヨーロッパ（園芸種） 

メマツヨイグサ 黄 
やや小〜中輪

（2.5〜3cm） 

赤色を帯びない（黄色

のまま） 

線状披針形で、細かい鋸歯。草

丈は人の背丈ほど 
北米 

コマツヨイグサ 黄 
小輪（1.5cm前

後） 

オレンジ色（赤褐色）に

変わる 

葉に深い切れ込みがある。地面

を這うように広がる 
北米 

アレチマツヨイグサ 黄 
中輪（約 3〜

4cm） 

赤みを帯びない（また

は少しだけ帯びる） 

葉はメマツヨイグサに似るが、花

弁の間に少し隙間がある 
北米 

黄色はマツヨイグサの仲間 
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※特徴は一般的な目安であり、生育環境によって多少異なる場合があり

ます。 

本物の「ツキミソウ」は非常に数が少なく、一般的に道端や河原でよく見

かける黄色い大〜中輪の花は、オオマツヨイグサやメマツヨイグサであ

ることがほとんどです。 

〇こんなヤマハゼを見つけました。何が起こったのでしょう？ 

 

 幹が平べったく扁平になっています。 

これは、植物の生長点が本来の「点」

から「線状（帯状）」に変異・生長する

現象で綴化（てっか）または帯化（たい

か）と呼びます。 

どんな植物にもおきる可能性があり、

突然変異による一種の奇形と捉えて

いただくとよろしいと思います。 

ときに、「ユリの花が何十輪も並んで

咲いた」などというニュースが目に留ま

ることがありますが、それもこの現象が

原因のことがほとんどです。 

注意して身の回りを観てみると意外

と起こっているかも知れません。 

 

 

 

 

〇6 月の下見などで観られた生き物たち（順不同、園芸種・植栽種含む、1 頁目の植物名と重複

せず） 

・木の花 

アカメガシワ、イソノキ、ガクアジサイ（園芸種）、クチナシ、シャシャンボ、センリョウ、ナン

テン、マンリョウ、ヤブコウジ、 

・草の花 

オオニワゼキショウ、トキワハゼ、ドクダミ、ノアザミ、ヒ

メイワダレソウ、ヒメヒオウギズイセン、ミヤコワスレ、ム

ラサキニガナ、ヤブカラシ、ヤブミョウガ、ユウゲショ

ウ、リュウノヒゲ（園芸種）、  

・鳥の仲間（〇は声のみ） 

    アオサギ、ウグイス（〇）、エナガ、キビタキ（〇）、コゲラ、シジュウカラ、スズメ、セグロセキ

レイ、ツバメ、ハクセキレイ、ハシブトガラス、ハシボソガラス、ヒヨドリ、メジロ（〇） 

 

ヒルザキツキミソウ 

塚ノ杁池堤体からシダレザクラの里に向かう散策路

の左手で見つけました。 

ヒメヒオウギズイセン 
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・昆虫類 

    オオスカシバ、ウスバキトンボ、ウラナミアカシジミ、オオカマキリ

（幼虫）、オンブバッタ、カタボシエグリオオキノコムシ、キマダラ

カメムシ、クロアゲハ、クロハナムグリ、コカマキリ（幼虫）、コシ

アキトンボ、シオカラトンボ、ショウリョウバッタ（幼虫）、チュウゴ

クアミガサハゴロモ（幼虫・成虫）、ナミアゲハ、ヒメアカタテハ、

ベニシジミ、ホシミスジ、ホタルガ、モンシロチョウ、ヤマトシジ

ミ、 

・その他 

    イオウイロハシリグモ、クサグモ、ゴミグモ、タナグモ、ナガコガネグモ、 

ミシシッピアカミミガメ、カナヘビ、ヒガシニホントカゲ 

 

次回観察会は 7月 26 日（日）森の集会所集合 9：30～です。 

（雷ナウキャストにて雷発生の危険のある場合は中止） 

名東自然俱楽部の HP では毎月の猪高の森の自然観察会の紹介をしています。 

https://sizen.ciao.jp/index.html からご覧になってください。 

（右上の自然観察グループをクリックしてください） 

 

☆6 月 13 日（日）「身近な自然体験会：森と田んぼ・自然いろいろ発見隊出発！」を開催

しました。田んぼに着くまでの道すがらキノコや葉っぱの香りなどいろいろな発見、体験 

をしながら歩き、田んぼでは、たも網を使って生き物探しをしました。 

20 名の募集だったのですが、61 名の応募があったそうです。来年も開催予定です。 

 

 

捕まえた生き物はみんなで共有 

          

オタマジャクシ、アメンボ、ゲンゴロウ

の仲間、ドジョウ、ヤゴなど生き物いろ

いろ発見！ 

ホタルガ 

https://sizen.ciao.jp/index.html

